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動　　　向

　平成２０年度における子宮がん施設検診受診者は、

頸がん１７，０９３名（前年度比４６４名減）、体がん１，０９７名

（前年度比４５８名減）で、受診者総数は前年より減少

した。

　受診者の大半は、健康保険組合の保健事業として

総合健診や人間ドックと併用している方々で任意型

検診である。

　当協会の子宮がん検診は、婦人科専門医による問

診と内診、コルポスコープ検査、細胞診検査である。

　子宮頸がんの発生は若年齢化が進んでいる。その

背景には「初交年齢の低下」が重要なファクターと

してある。４０歳代以降の継続的受診はもちろん大切

であるが、若い世代（２０年度２０歳代受診者数１，１７６名

６．８８％）の方々にも検診を受診していただきたい。

　子宮がんは早期発見・早期治療が重要であり初期

段階では自覚症状のない場合が多いため、定期的に

健康診断を受診することが重要だと考えられます。

結　　　果

１）子宮頸がん検診

　２００８年度の子宮頸がん検診受診者数は１７，０９３名で

ある。年齢階級別受診率は、５０歳代が最も多く

（２６．２％）、次いで４０歳代（２５．３％）、３０歳代（２０．８％）

の順であり、頸がん、異形成発見率の高い２９歳以下

の受診者数は、極めて低い（６．８％）、初診の割合は

昨年度より低く（３２．８％）、年齢階級別では、２９歳以

下が最も高く（７４．１％）、次いで３０歳代（４５．７％）、

４０歳代（３１．７％）の順で、加齢に伴って低下してい

ます。子宮頸部細胞診の要精検率０．８７％、要再検率

１．０６％、両者合わせた要再精検率は１．９３％である。

再精検受診数１９９名（受診率６０．１％）から、頸がん１２

例（Ｏ期６例、Ｉａ期２例、Ｉｂ期以上３例、腺が

ん１例）と異形成５７例（軽度４６例、中等度８例、高

度３例）が検出されました。

　頸がん発見率は０．０７％、初診に高く（０．１４％）、年

齢階級別では、２９歳以下が最も高く（０．１７％）、次い

で４０歳代（０．０９％）、３０歳代（０．０８％）の順で加齢と

ともに低下している。

　頸がん９例中、早期がん（Ｏ期５例、Ｉａ期２例）

が７例（７８％）と高率に検出された事は、早期診断、早

期治療に向けて、当該症例の方々に１００％治癒をもた

らし、多大な貢献をしたこととなり、当協会子宮が

ん検診の絶大なる効果である。当該症例の方はもち

ろんのこと、その父母兄弟姉妹親族そして友達の心

の中に、灯火がともったことでしょう。

　異形成発見率は０．３３％、初診に高く（０．４６％）、年

齢階級別では、２９歳以下が最も高く（０．６０％）、次い

で３０歳代（０．３６）、４０歳代（０．３５％）の順で、加齢と

ともに低下している。以上の結果から頸がん、異形

成の検出率は、２９歳以下、３０歳代の若年層に極めて

高いのに、子宮がん検診の受診率は２９歳以下６．８％、

３０歳代２０．８％と極めて低い結果となりました。この

現象が重要な課題です。

２）子宮体がん検診

　子宮体がん検診受診者数は１，０９７名で、頸がん受診

者数の６．４２％である。吸引チューブが挿入できず、

経膣超音波による内膜厚さ測定に変更した症例（細

胞採取不能例）１２例を除いては増渕式吸引法による

内膜細胞診を実施した。内膜細胞診の結果、要再検

例６例、要精検６例（疑陽性４例、陽性２例）が指

示された。本年度は、体がん１例、内膜増殖症１例

が検出されました。

３）卵巣がん検診

　一次検診で内診の結果、異常を指摘された方、ま

たは希望者に対し経膣超音法、腫瘍マーカーを併用

した卵巣クリニックを開設しています。

　本年度の受診者数は３９２名、卵巣がん０例、卵巣の

う腫１６例が検出されました。
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